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町民が期待している道の駅玉村宿

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 
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他

 町長

利用に空白が生じぬ
よう努める　

勤労者センター
返還による支障は

 町長

課題はあるが、推進
していきたい

道の駅南側周辺エリアの
開発を！

質
問
道
の
駅
玉
村
宿
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０
利
用
に
よ
る
高
速
利

用
者
の
一
時
入
退
出
が
可
能
に
な
り
、

高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
補
完

機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
も
充
実
し
、
玉
村
町

の
重
要
な
情
報
発
信
施
設
と
な
っ
て

き
て
い
る
。　
　

　

道
の
駅
玉
村
宿
と
そ
の
南
側
周
辺

へ
の
商
業
施
設
、
公
共
施
設
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
は
道
の
駅

玉
村
宿
と
そ
の
南
側
周
辺
を
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
相
当
に
構
築
し
て
い
く
考

え
は
な
い
か
。

答
弁
町
長　

鉄
道
の
駅
が
な
い
玉

村
町
は
、
道
の
駅
玉
村
宿
周

辺
を
町
の
玄
関
口
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
総
合
的
な
案
内
所
に
加
え
、
滞

在
型
の
道
の
駅
と
し
て
施
設
整
備
が

で
き
れ
ば
、
経
済
効
果
は
大
き
く
、

雇
用
の
促
進
も
図
ら
れ
、
大
い
に
町

に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

道
の
駅
周
辺
部
の
開
発
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
今

後
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
運
用
状
況
は

質
問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
等
を
活

用
し
た
子
育
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
変
革
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
平

成
29
年
１
月
16
日
に
一
部
機
能
の
先

行
稼
働
が
開
始
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
７
月
18
日
の
情
報
連
携
の

試
行
運
用
に
併
せ
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
（
※
１
）・
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
も
試
行
運
用
が
開
始
さ
れ

て
い
る
。

　

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

は
、
①
自
分
に
ぴ
っ
た
り
な
サ
ー
ビ

ス
を
検
索
し
て
、
②
自
治
体
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
機
能
が
あ
る
。

子
育
て
等
に
係
る
申
請
手
続
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
は
、
本
年
９
月
か
ら
本

格
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

玉
村
町
の
運
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁

町
長　

玉
村
町
は
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
が
で

き
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
電
子
申

請
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

答
弁
経
営
企
画
課
長　

町
は
、
電

子
申
請
が
で
き
る
自
治
体
と

し
て
の
申
請
を
現
在
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
中
に
は
認
定
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

※
１
【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
連
し
た
情
報
等
を
確
認
・

利
用
で
き
る
行
政
運
営
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
。

質
問
町
は
、
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
を

Ｊ
Ａ
に
返
還
し
、「
世
代
交

流
多
目
的
施
設
」（
※
1
）
を
建
設
す

る
と
し
、
基
本
構
想
策
定
事
業
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

答
弁
町
長
「
役
場
周
辺
地
区
公
共

施
設
等
高
度
利
用
計
画
」（
※

２
）ど
お
り
の
施
設
を
建
設
し
た
場
合
、

建
設
費
は
12
億
円
と
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
利
用
状
況
と
、

既
存
施
設
の
空
き
状
況
を
照
ら
し
合

わ
せ
、
代
替
施
設
と
し
て
の
利
用
が

可
能
か
を
精
査
し
て
い
る
。

質
問
財
源
確
保
の
努
力
は
し
て
い

る
か
。

答
弁

町
長 
新
設
す
る
場
合
は
、

財
源
的
に
少
し
で
も
有
利
に

建
設
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
返
還
期
限
は
迫
る
が
、
日
程

的
に
空
白
が
生
じ
な
い
か
。

答
弁
町
長　

既
存
施
設
の
活
用
で

も
、
新
規
の
建
設
で
も
利
用

者
に
空
白
が
生
じ
ぬ
よ
う
努
力
す
る
。

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消

策
は

質
問
共
働
き
世
帯
の
増
加
で
低
年

齢
の
保
育
ニ
ー
ズ
は
増
加
し

て
い
る
が
、
待
機
の
状
況
と
対
策
は
。

答
弁
町
長　
９
月
１
日
現
在
、
０

歳
児
３
人
、
１
歳
児
２
人
、

２
歳
児
２
人
の
待
機
児
童
が
い
る
。

当
面
の
対
策
と
し
て
、
他
施
設
へ
の

利
用
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国

が
決
め
た
面
積
基
準
の
範
囲
内
で
認

可
定
員
を
超
え
た
受
け
入
れ
を
行
い
、

待
機
児
童
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

質
問
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に

伴
う
児
童
数
増
加
へ
の
対
応

策
は
。

答
弁
町
長
「
玉
村
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
中

間
見
直
し
の
中
で
、
教
育
・
保
育
の

必
要
量
を
推
計
し
、
受
入
量
を
確
保

す
る
た
め
の
施
設
整
備
等
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

国
保
税
、
介
護
保
険
料
の

負
担
軽
減
を

質
問
国
保
税
や
介
護
保
険
料
の
負

担
感
で
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
。

答
弁
町
長　

国
民
健
康
保
険
は
、

国
、
県
等
か
ら
の
負
担
と
、

国
保
税
で
運
営
す
る
の
が
原
則
で
、

事
務
費
や
出
産
児
一
時
金
等
法
令
に

基
づ
く
も
の
以
外
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

• 

玉
村
町
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
進
捗

状
況
は

※
１
【
世
代
交
流
多
目
的
施
設
と
は
】

役
場
周
辺
地
区
公
共
施
設
等
高
度
利
用
計
画
に

お
け
る
多
世
代
が
利
用
で
き
る
町
民
交
流
施
設

※
２
【
役
場
周
辺
地
区
公
共
施
設
等
高
度
利
用
計
画

と
は
】

役
場
周
辺
地
区
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供

施
設
等
の
高
度
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
計

画
。

多くの団体が利用する
勤労者センター


